
鹿
屋
中
学
校
、
鹿
屋
女
子
高
校
を
指

定
校
と
し
て
、
英
語
教
育
に
先
行
的

に
取
り
組
む「
文
部
科
学
省
強
化
地

域
拠
点
事
業
」
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
指
定
さ
れ
た
３
小
学
校
の
英
語

の
授
業
は
、
市
内
の
他
の
小
学
校
に

比
べ
、
約
２
倍
の
授
業
時
数
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
野
里
小
学
校
、
第
一
鹿
屋

中
学
校
、
鹿
屋
高
校
で
は
、
県
教
育

委
員
会
と
連
携
し
て
平
成
28
年
度
か

ら
、「
Ｃキ

ャ

ン

ａ
ｎ-

Ｄド
ゥ
ーｏ
リ
ス
ト
」を
用
い

た
学
習
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は「
英
語
で
で
き
る
行
動
」
を

記
し
た
も
の
を
リ
ス
ト
化
し
、
学
習

到
達
目
標
を「
聞
く
・
読
む
・
話
す
・

書
く
」
の
４
技
能
に
つ
い
て
、
能
力

の
習
熟
度
に
応
じ
設
定
・
評
価
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
先
生
と
生
徒
が
目

標
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
生
徒
が

身
に
付
け
る
能
力
を
明
確
化
し
、
主

体
的
に
学
習
す
る
態
度
・
姿
勢
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
ー
ク
な 

英
語
教
育
事
業
を
展
開

　

こ
の
ほ
か
、
市
で
は
、
英
語
教
育
、

国
際
文
化
理
解
の
た
め
の
様
々
な
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ

　

小
学
校
５
・
６
年
生
と
中
学
校
１

年
生
、
保
護
者
を
含
め
た
計
30
人
程

度
が
、
県
内
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
や
留
学
生
と

コミュニケーション

＼Hello
!／＼How are you?／

英語
一
緒
に
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
す
。
異

文
化
を
理
解
し
、
英
語
に
慣
れ
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
の
事
業
で
す
。

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

学
習
段
階
に
応
じ
て
目
標
設
定
が

可
能
な
実
用
英
語
技
能
検
定（
英
検
）

へ
の
受
検
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
学
生
１
回
分（
４
級
～
準
１
級
）

の
検
定
料
の
半
額
を
市
が
負
担
し
ま

す
。

　

ま
た
、英
語
能
力
判
定
テ
ス
ト（
英

検
Ｉ
Ｂ
Ａ
）
は
、
市
内
中
学
生
と
鹿

屋
女
子
高
校
生
を
対
象
に
、
年
１
回

無
償
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

県
内
で
は
市
と
薩
摩
川
内
市
の
み
行

わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
で
す
。

英
語
暗
唱
・
弁
論
大
会
の 

優
秀
者
の
海
外
派
遣

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
鹿
屋
市
中
学

校
英
語
暗
唱
・
弁
論
大
会
に
お
い
て

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
中
学
生
を
海

外
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
冬
休
み
期
間
中
に
２

週
間
程
度
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
派

遣
す
る
予
定
で
す
。
同
様
の
大
会
は

各
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
海
外
派
遣
を
副
賞
と
し
て
い
る

の
は
、県
内
で
は
鹿
屋
市
だ
け
で
す
。

鹿
屋
で
は
小
学
校
１
年
生 

か
ら
英
語
を
学
ぶ

　

小
学
校
５
・
６
年
生
の
英
語
の
授

業
が
全
国
的
に
開
始
さ
れ
た
の
は
、

平
成
20
年
度
か
ら
。
し
か
し
、
市
内

で
は
、
こ
れ
を
遡
る
平
成
17
年
度
か

ら
、
し
か
も
小
学
校
１
年
生
か
ら
英

語
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
低
学
年
の
う
ち
か
ら
言
語

や
文
化
に
興
味
を
も
ち
、
英
語
を
聞

い
た
り
話
し
た
り
し
て
、
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と

す
る
姿
勢
を
身
に
付
け
て
も
ら
お
う

と
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
名

も「
か
の
や
英
語
大
好
き
事
業
」。

　

市
は
独
自
に
英
語
指
導
講
師
５
人

を
採
用
し
、
す
べ
て
の
小
学
校
に
派

遣
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
小
学
校

１
・
２
年
生
で
年
間
10
時
間
、
３
・

4
年
生
で
20
時
間
、
５
・
６
年
生
で

35
時
間
の
英
語
教
育
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
市
は
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
人
の

英
語
指
導
助
手
）
を
５
人
雇
用
。
Ａ

Ｌ
Ｔ
は
市
内
小
・
中
学
校
や
鹿
屋
女

子
高
校
を
訪
問
し
、
英
語
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
英
語
教
育
向
上
に 

向
け
た
モ
デ
ル
事
業

　

新
・
学
習
指
導
要
領
を
見
据
え
、

市
で
は
平
成
27
年
度
か
ら
、
鹿
屋
小

学
校
、
祓
川
小
学
校
、
東
原
小
学
校
、

鹿 屋市の年間指導計画の中には「コミュニケーション
活動」という項目がしっかりと位置付けられていま

す。英語に触れることで、「目を見て話すこと」や「笑顔」が、
フレンドリーな気持ちを伝えることになるということも
学ぶことができます。これは将来必ず役に立ちます。また、
私が勤務する鹿屋小学校では、スムーズに会話をつなぐ
ための言葉や、子どもたち同士が認め合うための言葉を
しっかり使えるよう意識して指導しています。
　鹿屋市では小学校１年生から英語を学んでいるので、
子どもたちは英語でのあいさつも恥ずかしがらず、興味
をもってくれています。これは鹿屋市の良さだと思って
います。
　子どもたちには、外国語を学ぶのは世界の人と仲良く
するためだと教えています。話そうとする努力が大事。
それは子どもたち同士が仲良くなることにもつながるは
ずです。　

❶ イングリッシュ・キャンプ
❷ ❸ 平成 28 年度鹿屋市中
学校英語暗唱・弁論大会の
様子
❹❺ 鹿屋小学校でのＡＬＴ
を活用した英語授業の様子

毎回子どもたちの笑顔あふれる姿が見られる英語の授業（鹿屋小学校）

❷❶ ❸

❹ ❺

※�英語教育推進リーダー…�文部科学省が実施する研修を受講し、�
県内の英語教育を推進する教諭

知っ
てい
ます
か？

鹿屋
は「英

語教
育」

先進
地！

INTERVIEW

「英語」には仲良く
なるための秘訣が
詰まっています！

鹿屋小学校
英語教育推進リーダー※

吉田 雄二さん

で

コミュニケーション英語で

　社会の急速なグローバル化の進展の中で、異文化理解やコミュ
ニケーション能力がますます求められています。今年３月に公示さ
れた新・学習指導要領では、平成32年度に「小学校３年生からの英
語必修化」、「小学校５年生からの教科化」が完全実施されることにな
り、平成30年度からは移行措置としての授業が開始されます。
　市では、これに先駆けて、早くから英語や異文化等に触れる学
習を実施し、国際化に対応できる人材の育成を目指した取り組みを
行っています。ここでは、次代の国際化社会を見据えた市の英語教
育の取り組みを紹介します。

問市学校教育課（６階）　☎0994-31-1137
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